
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月７日（木）にスタートした７２日間の１学期が、無事終了しました。 

 今年度も、新型コロナウイルス感染症の影響から様々な制限はありましたが、運動会・修

学旅行をはじめとした諸行事・諸活動は、全て予定通り実施することができました。また、

それらの中で、子供たちは、一人一人がきらりと光る頑張りを見せてくれました。これも、

日々健康管理やお声がけ等のご支援をいただいたおかげと感謝しております。 

 明日７月２３日（土）から８月２２日（月）まで、３１日間の長い夏休みとなります。心

配される新型コロナウイルス感染症の急激な感染拡大や異常気象等に対して、子供たちには、

何よりも「自分の命は自分で守る」という意識をもって生活して欲しいと呼びかけました。

そのうえで、たくさんの夏休みのよい思い出をつくることを願っています。 

 

  

 

 

１学期に学習した漢字と算数の復習に取り組んだ「家庭学習がんばり期間」の成果を確かめるテス

トの結果です。保護者の皆様には、コメント記入へのご協力、ありがとうございました。 

【満点者数】 

１年生…国語３人、算数３人  ２年生…国語３人、算数１人  ３年生…国語１人、算数４人 

４年生…国語５人、算数なし  ５年生…国語２人、算数１人  ６年生…国語６人、算数４人 

 

 

１学期読書目標冊数（１年：２０冊、２年：３０冊、３・４年：２０冊、 

５・６年：１５冊）は、全員が達成しました！ 

【各学年の最多読者】 

１年生…菅原  健さん ７６冊  ４年生…熊谷ほのかさん ５６冊 

２年生…菅原 奈美さん４７３冊  ５年生…井上 柾春さん ２０冊 

岩渕 日咲さん４７３冊  ６年生…佐々木 颯さん ３８冊 

 ３年生…佐藤 銀仁さん ５２冊 

 

   

             

【各学年の最多走者】※７月８日（金）までに走った周数 

１年生…蜂谷 大河さん ２４３周 ４年生…佐々木慎之介さん ３２２周 

２年生…須藤 篤征さん ３１８周 ５年生…山崎 いちかさん ２３６周 

３年生…佐藤 銀仁さん １３６周 ６年生…岩渕 巧雅さん  １７１周 

１学期が無事に終了しました 
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【学校教育目標】 

進んで学び 心豊かで 
たくましい子どもの育成 

 

【具体目標】 

学ぶ子ども 
助け合う子ども 
きたえる子ども 

☆弥栄っ子テスト☆ 

☆読書冊数☆ 

☆マラソンで走った周数☆ 

最多読者の表彰 



 

 

 ６月２０日（月）に、一関警察署生活安全課の方２名と弥栄駐在所の所長さんを講師にお

招きし、１～３年と４～６年に分かれて「防犯教室」を行いました。 

                  １～３年生では、まず、不審者から身を守るための 

合言葉「いかのおすし」について確かめ、「助けて」と 

大きな声を出す練習をしました。また、悪いことをす 

る人にならないために、 

ルールを守ること、うそ 

をつかないことの大切さについて教えていただきました。 

４～６年生は、特に、「万引きは犯罪。しても、手伝っても罪 

になる」ということについて、ビデオや講話などを通して学習し 

ました。一関市では、昨年、小学生の万引きが多かったとのこと 

で、一度してしまうと周囲の人を悲しませ、信頼を失ってしまうだけでなく進学や就職とい

った将来にも影響がでる場合があるということを、強調してお話されていました。 

また、世界中の知らない相手とつながってしまうインター 

ネットの怖さについても話をしてくださいました。 

ルールや約束を守るだけでなく、守らなければいけない理由 

をよく分かっておくことが、非行防止のためにも被害者になる 

ことを防ぐためにも大切であるということを学ぶことができま 

した。 

 

 

 

６月２９日（水）に、「マタニティ相談室くろさわ」の黒沢真澄さんを講師にお招きし、「生

まれてきてくれてありがとう～生命の誕生～」という演題で、５・６年生を対象に思春期保

健講演会を行いました。 

思春期の心身の発達や母親のお腹の中での赤ちゃんの成長の 

様子について映像や人形を通して学んだだけでなく、我が子が 

生まれた時の気持ちや我が子へのエールが記されたお家の方か 

らのメッセージを受け取ったことで、産んでいただいたこと・ 

育てていただいたことに対する感謝の気持ちを深めていました。 

 

【児童の感想より】 

 

 

 

 

 

 

 

防犯教室が行われました 

いか 行かない（ついて行かない） 

の  乗らない 

お  大声を出す 

す  すぐ逃げる 

し  知らせる  

両親に感謝 思春期保健講演会   

〇今回の講演会では、思春期のことや赤ちゃんの生まれる仕組み、その時の家族の気持ちなどが 

分かりました。お母さんが、つらい思いをしながらも僕を産んでくれたと思うと、うれしいで 

す。 

〇自分が生まれてきたことは、奇跡に近いんだということが分かったし、自分の名前は、お父さ 

んとお母さんが最初にくれたプレゼントなので、一生大切にしたいと思いました。また「言 

葉」は、時には人の心を傷つけてしまうものだと分かったので、相手に話す時には、気をつけ 

て言葉を使いたいと思いました。 



 

 

 

 

 ４年生は、「言葉をはっきりと話すこと」をめあてに、俳句や 

短歌、段駄羅（だんだら）、四字熟語、慣用句を発表しました。 

段駄羅とは、五音・七音・五音からなる短い詩で、中の七音が 

二つの異なる意味をもつ二重構造になっているのが特徴です。 

発表を聞く子供たちは、言葉遊びの面白さを味わっていました。 

 

 

 ２・３年生は、「リズムに合わせて読むこと」をめあてにして、 

北原白秋の詩「五十音」を発表しました。２・３年生全員で気 

持ちと声を合わせ、リズムよく長い詩を読むことができました。 

 「ことばのつどい」は、作品の面白さ、心地よさを味わい、 

友達と一緒に言葉の響きやリズムを楽しむ時間になっています。 

 

 

 

              ７月１３日（水）に弥栄小学校の体育館で、弥栄小学校の６ 

             年生１１名と、滝沢小学校の６年生２６名が交流会を行いまし 

た。約８か月後には、同じ中学校に進学する仲間として、互い 

のことを知るきっかけとすることをねらいとしています。 

 前半は、市教育委員会でＩＣＴ指導員をされている鈴木利典 

先生に講師をお願いして、情報モラルについて共に学習しまし

た。後半は、交流会として学校紹介、英語での自己紹介やインタピューゲーム、フルーツバ

スケットを行いました。 

 最初は表情に硬さが見られた子供もいましたが、交流が進むにつれてどちらの学校にも笑

い声が聞かれるようになり、最後には、名前を呼び合いながら楽しそうに会話をする姿が見

られました。 

 

 

 市の独唱大会が、新型コロナウイルス感染症の対策をとりながら規模を縮小して３年ぶり

に開催される予定となり、出場者の選考のため７月１９日（火）に校内独唱大会を行いまし

た。出場者と曲名を紹介します。 

【校内独唱大会出場者】  

２年…菅原 杏さん   曲「ドレミの歌」    

４年…熊谷 心羽さん  曲「歌のにじ」 

５年…山崎 いちかさん 曲「すてきな一歩」 

６年…菅原 雄斗さん  曲「明日という大空」   

６年…佐々木 柊真さん 曲「明日という大空」 

言葉の響きやリズムを楽しんで 「ことばのつどい」 

滝沢小学校との交流が行われました 

〇６月２１日（火）４年生 

〇７月１５日（金）２・３年生 

３年ぶりの校内独唱大会 

英語でインタビュー 

市の独唱大会には 

菅原雄斗さんが 

出場します♪ 



  

   

 ６月２８日（火）に行われた全校朝会で、校長から次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎日報道されるロシアとウクライナとの戦争のニュースに胸を痛めている方も多いと思います。こ

のようなことに対して、子供たちなりに問題意識をもち、考え、自分でできることに取り組もうとす

ることが、大切であると考えています。 

全校朝会での私の話を受けて、４年生では、一人一人が自分の考えを作文に書いてくれました。そ

の一部を紹介します。 

〇千葉奏亮さん 

「ぼくが、考えたことは、『あったか言葉』で話したり、けんかをしてもすぐに仲直りをしたりすれ 

ばよいと思います。そうすれば仲間を大切にし合って、暴力や暴言がなくなると思います。」 

〇熊谷心羽さん 

 「暴力や争いは、こわいことだと思いました。弥栄小の暴言も無くして平和な弥栄にしたいです。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和な社会の実現のために 

８月の主な予定 

１１日（木） 山の日             ２６日（金） 登校班集会、身体測定 

１２日（金） 学校閉庁日                  水生生物調査（４年生） 

１５日（月） 学校閉庁日                  夏休み作品展示（～３１日） 

２３日（火） 第２学期始業式         ２９日（月） 復興の日、集金 

２４日（水） 全校草取り、夏休み作品発表会  ３０日（火） 音楽のつどい、代表委員会 

２５日（木） 弥栄幼稚園プール交流会     ３１日（水） 校内水泳記録会 

       身体測定                   清掃班長会議 

 
夏季休業中の夜間・休日・閉庁日の緊急連絡は、下記にお願いします 

 校長（栃内）携帯０９０－４６３７―６２０４ 

 今日は、平和で争いのない社会についてお話をしたいと思います。 

 平和で争いのない社会は、誰もが望んでいることです。ところがとても残念なことなのですが、今年

になり新たに戦争が始まってしまいました。ロシアとウクライナです。毎日のように、その戦争で多く

の建物や自然が破壊され、多くの方が被害を受けているということをニュースで知ると、とても悲しい

気持ちになります。（中略） 

 以前にもお話をしたＳＤＧｓには、「平和と公正をすべての人に」という目標があります。ロシアが

ウクライナに対して始めた戦争は、この目標とは正反対ですね。平和で争いのない社会をつくるために

は、暴力はあってはならないこと。最も大きい暴力である戦争を起こさないためにも、身の周りの小さ

な暴力を無くそうという気持ちをもつことが大切です。一人一人が、小さな暴力も認めない、相手を思

いやる気持ちをもつことができるからです。 

 それでは、身の回りの暴力を無くすために、何ができるでしょうか。 

 「あったか言葉やポジティヴ言葉でいっぱいにしよう。」これは、今年度児童会の重点の一つです。

みなさんは心がけていますか。先日、６年生から「フリータイムのドッジボールの最中に相手を言葉で

攻撃する『ちくちく言葉』、悪口を使う人がいるので無くしましょう。」という呼びかけがありました。

４年生からの訴えを受けてのことと聞いています。言葉による暴力を無くすよい取組でした。ぜひ、こ

のような取組をみんなで広げていきましょう。（後略） 

  


